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松
之
山
簡
水
、
浦
田
小
屋
体
整
備
重
点

新
年
度
予
算
案
つ
く
り
は
じ
ま
る

　
一
月
七
日
、
佐
藤
町
長
か
ら

昭
和
四
十
七
年
度
予
算
案
編
成

の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
町
長
が
示
し
た
重
点
方

針
は
、
一
、
中
立
山
分
校
を
統

合
し
た
浦
田
小
学
校
の
屋
体
新

築
（
昭
和
四
十
六
年
に
は
校
舎

新
築
）
。

二
、
地
す
べ
り
の
た
め
地
上
に

仮
配
管
と
な
っ
て
い
る
松
之
山

簡
易
水
道
の
完
全
整
備
。

三
　
治
山
林
道
協
会
、
土
木
協

会
費
な
ど
の
地
元
負
担
を
解
消

す
る
。

四
、
固
定
資
産
税
を
引
き
続
き

○
・
一
％
軽
減
す
る
。

五
、
産
業
面
で
個
人
助
成
的
な

補
助
金
は
や
め
る
。
な
ど
が
そ

の
大
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
方
針
の
背
景
と
し
て

年
々
、
多
様
化
す
る
住
民
要

求
の
中
で
、
除
雪
区
間
の
延

長
と
機
械
の
増
強
、
水
道
ゴ
ミ

処
理
対
策
、
校
舎
の
新
改
築
、

保
育
所
の
整
備
な
ど
、
い
づ
れ

も
対
前
年
比
二
〇
％
程
度
の
事

業
費
増
と
な
っ
て
い
ま
す
の

反
面
、
才
入
面
で
は
町
税
が
過

■
　
9

完成近い浦田小校舎

疎
化
現
象
な
ど
か
ら
全
然
伸
び

ず
、
才
入
財
源
の
大
半
を
し
め

る
地
方
交
付
税
は
、
過
日
全
倒

町
村
長
大
会
で
の
増
額
要
望
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
自
体
の
財

源
不
足
と
い
う
こ
と
か
ら
対
前

年
比
五
％
増
程
度
し
か
期
待
で

き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
各
種
補
助

事
業
に
対
す
る
国
県
の
補
助
金

を
最
大
限
見
込
ん
だ
と
し
て
も

な
お
、
従
来
の
積
立
運
用
資
金

を
持
ち
出
す
な
ど
、
か
な
り
き

び
し
い
財
源
難
に
追
い
こ
ま
れ

て
い
ま
す
。
予
算
総
額
で
は
四

億
六
千
万
円
程
度
と
な
る
模
様

で
す
。

　
事
務
当
局
の
試
算
に
よ
る
新

年
度
主
要
事
業
費
は
浦
田
小
学

校
の
屋
体
建
設
費
約
三
千
八
百

万
円
、
簡
易
水
道
の
整
備
は
ニ

カ
年
計
画
で
六
千
二
百
万
円
、
道

路
改
良
費
七
千
万
円
（
町
道
松

代
、
松
之
山
線
の
補
装
千
メ
ー

ト
ル
を
含
む
）
常
設
保
育
所
七

百
万
円
、
里
山
再
開
発
事
業
二

千
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
予
算
案
を
事
前
審
議

す
る
議
会
常
任
委
員
会
は
、
一

月
二
十
五
日
土
木
委
員
会
を
皮

切
り
に
、
二
十
六
日
社
会
厚
生

委
員
会
、
二
十
七
日
産
業
委
員

会
、
二
十
八
日
総
文
委
員
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
を
総
括
審
議
す

る
定
例
議
会
は
三
月
十
日
頃
に

な
る
見
込
で
す
。

　
鉄
筋
三
階
建
、
モ
ダ
ン
な
浦

田
小
学
校
の
新
築
が
三
月
末
日

完
成
を
メ
ド
に
工
事
が
急
ピ
ッ

チ
で
す
す
ん
で
い
ま
す
。

　
延
坪
数
千
五
百
十
八
平
方
メ

ー
ト
ル
、
十
教
室
、
総
工
費
七

千
五
百
六
十
万
円
（
内
国
庫
補

夢

助
三
千
四
百
九
十
二
万
円
、
起

債
千
五
百
六
十
万
円
）

　
中
立
山
分
校
を
統
合
し
て
六

学
級
百
六
十
三
人
と
な
り
、
六

月
一
日
頃
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
予

定
で
す
。

O
　
ρ

行遠『羽きて2羽きてカモは雪に映ゆミ

　
十
二
月
二
十
四
日
開
か
れ
た

町
議
会
で
は
、
年
々
困
窮
し
て

い
る
地
方
財
政
を
国
の
力
で
打

開
し
て
ほ
し
い
と
、
小
中
学
校

建
築
に
伴
う
補
助
単
価
引
き
上

げ
、
国
保
事
務
費
の
全
額
国
庫

負
担
、
地
方
交
付
税
率
を
四
十

％
に
（
現
行
は
国
税
三
税
の
三

十
二
％
）
民
主
的
な
地
方
財
政

委
員
会
の
設
立
な
ど
を
骨
子
と

す
る
意
見
書
（
別
項
）
を
満
場

一
致
で
採
択
、
内
閣
総
理
大
臣

を
は
じ
め
、
関
係
各
省
、
地
．
兀

出
身
代
議
士
な
ど
に
提
出
い
た

し
ま
し
た
。

　
な
お
こ
の
意
見
再
の
趣
旨
説

明
は
山
岸
石
松
議
員
が
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　
全
国
町
村
長
大
会
で
も

　
十
二
月
三
日
東
京
で
「
地
方

財
政
危
機
突
破
全
国
町
村
長
大

会
」
が
開
か
れ
、
住
民
に
対
す

る
超
過
負
担
の
解
消
な
ど
に
よ

る
町
村
財
政
の
窮
状
打
開
が
要
　
　
い
。
現
行
の
配
分
率
三
二
％

請
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
を
四
十
％
に
引
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
地
方
債
制
度
を
改
善
す
る

議
会
の
意
見
書

、
超
過
負
担
を
解
消
す
る
措

　置を

講
ぜ
ら
れ
た
い
こ
と
。

◎
小
中
学
校
建
築
等
に
伴
う

　
　
補
助
単
価
を
時
価
単
価
に

　
　
引
上
げ
る
と
共
に
豪
雪
地

　
　
に
お
け
る
基
準
坪
数
（
特

　
　
に
屋
体
〉
を
大
巾
に
引
上

　
　
げ
て
、
町
村
の
超
過
負
担

　
　
を
な
く
す
る
こ
と
。

◎
国
民
健
保
事
務
費
の
超
過

　
　
負
担
を
な
く
す
る
こ
と
。

二
、
地
方
交
付
税
を
民
主
的
に

し
て
配
分
率
を
変
更
さ
れ
た

こ
と
。

◎
地
方
自
治
法
二
五
〇
条
に

　
よ
る
許
可
制
を
や
め
る
。

◎
償
還
の
一
時
停
止
を
講
じ

　
公
共
事
業
債
に
つ
い
て
は

　
国
が
．
兀
利
補
給
を
行
な
う

　
こ
と
。

◎
起
債
の
政
府
資
金
を
ふ
や

　
す
こ
と
。

◎
国
が
計
画
す
る
公
共
事
業

　
に
伴
い
自
治
体
が
事
業
を

　
進
め
る
た
め
の
起
債
に
つ

　
い
て
は
国
の
責
任
に
お
い

　
て
全
額
．
兀
利
補
給
を
行
な

　
う
こ
と
。

◎
特
別
豪
雪
地
帯
に
対
す
る

　
　
地
方
債
を
新
設
す
る
こ
と
。

四
、
地
方
財
政
委
員
会
制
度
を

　
確
立
さ
れ
た
い
。

◎
地
方
自
治
体
な
ど
自
治
体

　
　
関
係
者
を
参
加
さ
せ
て
．
つ

　
　
く
る
。

◎
国
と
地
方
の
税
源
再
配
分
。

◎
行
政
事
務
再
配
分
を
民
主

　
　
的
に
行
な
う
こ
と
。

五
、
特
別
豪
雪
地
帯
に
対
す
る

　
強
力
な
財
政
措
置
を
講
ず
る

　
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
　
新
潟
県
東
頚
城
郡

　
　
　
　
　
松
之
山
町
議
会

国
保

　
　
　
　
　
　
医
療
費
は

　
　
　
　
　
　
上
値
げ

　
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
る
医

療
費
二
十
％
値
上
げ
、
ま
た
老

人
医
療
費
無
料
化
を
来
年
一
月

か
ら
実
施
を
打
ち
出
し
た
国
の

方
針
な
ど
、
国
保
事
業
の
予
算

編
成
も
複
雑
そ
の
も
の
だ
が
、

い
づ
れ
も
町
村
段
階
へ
の
指
示

は
何
も
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で

当
初
予
算
で
は
、
医
療
給
付
七

割
、
助
産
給
付
一
万
円
、
葬
祭

給
付
は
千
円
、
育
児
手
当
（
月
）

千
八
百
円
、
ま
た
保
険
税
に
つ

い
て
も
そ
の
ま
ま
据
置
か
れ
、

新
年
度
の
予
算
規
模
は
一
億

一
千
万
円
程
度
と
な
る
見
込
み

で
す
。

い
ぜ
ん
高
い
普
通

課
程
進
学

　
松
之
山
分
校
（
安
塚
高
校
）

で
は
こ
の
ほ
ど
小
中
学
生
の
進

学
調
査
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

実
施
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
普

通
科
へ
の
進
学
希
望
が
い
ぜ
ん

と
し
て
高
い
こ
と
を
示
し
ま
し

た
。

　
調
査
対
象
は
、
松
之
山
町
内

の
小
学
校
五
、
六
年
生
、
中
学

校
一
、
二
年
生
の
父
兄
五
百
二

十
七
名
で
し
た
。
そ
の
結
果
、

①
高
校
に
進
学
さ
せ
る
四
百
二

三
人
の
子
も
ち
は

　
一
月
か
ら
十
八
才

以
下
の
子
が
三
人
で

三
人
目
が
五
才
未
満

の
親
に
“
月
三
千
円
”

の
児
童
手
当
が
支
給

に
な
り
ま
す
。

該
当
者
は
役
場
で
調

べ
て
全
部
に
案
内
を

し
ま
し
た
が
万
一
調

査
も
れ
等
で
案
内
の

十
一
名
　
（
七
九
・
九
％
）
さ

　
せ
な
い
百
三
名
（
一
〇
・
一

　
％
）

②
ど
の
コ
ー
ス
を
選
択
さ
せ
る

　
か
、
普
通
コ
ー
ス
ニ
百
三
十

　
名
（
七
二
・
六
％
）
職
業
コ

　
ー
ス
八
十
六
名
（
二
七
・
一

　
％
）

　
職
業
コ
ー
ス
の
う
ち
商
業
五

五
％
、
農
業
一
八
％
、
家
庭

　
二
二
％

と
な
っ
て
お
り
、
進
学
率
は
依

然
と
し
て
高
く
、
ま
た
職
業
コ

ー
ス
で
は
商
業
が
一
番
多
か
っ

た
こ
と
が
特
徴
的
で
し
た
。

　
「
自
動
車
重
量
税
」
と
い
う

制
度
が
十
二
月
一
日
か
ら
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

重
量
税
が
か
か
る
の
は
…
…

　
こ
の
十
二
月
一
日
以
降
検
査

を
受
け
る
自
動
車
と
使
用
の
届

出
を
す
る
軽
自
動
車
で
す
。

　
そ
の
う
ち
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な

届
か
な
か
っ
た
方
は
急
い
で
厚

生
係
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

郵
便
局
か
ら

繍
　
二
月
一
日
か
ら
つ
ぎ
の
㎜

醐
郵
便
料
金
が
値
上
が
り
と
・

曲㎜
な
り
ま
す
。

酬
　
は
が
き
＋
円

繭
　
　
　
　
（
現
在
七
円
）

副
　
封
筒
（
定
形
）
二
十
円
・

副

声　
　
　
　
（
現
在
十
五
円
）

　
畢
垂
曇
肇
垂
塁
毒
垂
8
垂
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
　
　
・

ど
の
大
型
特
殊
自

動
車
は
無
条
件
で

非
課
税
、
そ
の
ほ

か
中
古
車
の
場
合

一
定
の
も
の
に
つ

い
て
も
非
課
税
で

す
。お

さ
め
か
た
は
・
…

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
場
合
自
動
車
重

量
税
印
紙
以
外
の
印
紙
で
納
め

て
も
正
当
な
納
付
に
は
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
窓
ロ
ヘ
提
出
す
る

際
は
よ
く
確
か
め
て
か
ら
に
し

て
く
だ
さ
い
。
①
新
規
検
査
や

継
続
検
査
な
ど
を
受
け
、
自
動

自
動
車
重
量
税

　
　
　
十
二
月
一
日
か
ら

詳
細
は
税
務
署
又
は
税
務
課
へ

　
「
自
動
車
重
量
税
」
は
、
次

の
よ
う
な
場
合
、
原
則
と
し
て

税
額
に
相
当
す
る
自
動
車
重
量

税
印
紙
を
自
動
車
重
量
税
納
付

書
に
は
り
つ
け
て
陸
運
事
務
所

　
（
自
動
車
検
査
場
）
の
窓
ロ
ヘ

納
め
る
し
く
み
に
な
っ
て
お
り

ア

い

車
検
査
証
の
交
付
、
ま
た
は
有

効
期
間
の
記
入
を
受
け
る
と
ぎ

②
軽
自
動
車
の
使
用
届
出
を
し

て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
る

と
き
。

お
間
い
合
わ
せ
は
…
…

　
詳
細
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高

田
税
務
署
（
電
②
〇
三
八
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
四

　
　
　
　
　
総
務
、
’
籍
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆

　
　
　
　
　
、
離
　

　
　
　
　
　
除
雪
畜
産
（

　森

林
組
合
な
ど
。
　
　
　
W

一
一
二
番
髄
国
保
、
衛
生
、
　
犠

水
道
・
繋
・
年
金
・
急

舞
撤
毎
、
税
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

二
五
一
番
閥
産
業
、
農
業
委
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
員
会
、
共
済
組
合
な
ど
。
（

一
五
九
番
胡
収
入
役
、
会
計
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

四
一
番
悶
教
育
委
員
会

一
七
四
番
圓
商
工
会

二
四
〇
番
ー
松
之
山
診
療
所

へ
ど
う
ぞ
。

税
　
率
　
表

　　　　　　税　　　　　率

卓両霞量0．5トン又はその端教ごとに5，000円

車両重賃0．5トン又はその端数ごとに2，500円

　　　　　　缶000円
　　　　　　　1，500円

車両総霞量1トン又はその端敗ごとに5，㏄0円
車両総重量1トン又はその端敬ごとに2，500円

元
軍
人
の
方
に

　
復
員
し
て
か
ら
公
務
原
因
で

亡
く
な
っ
た
人
の
家
族
で
、
弔

慰
金
等
の
恩
典
に
浴
さ
な
い
方

は
一
応
申
し
出
て
下
さ
い
。

　
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
情
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
が
、
例
え
ば
軍
病
院
を
退

院
し
て
か
ら
八
年
以
内
に
肺
結

核
で
亡
く
な
っ
た
人
の
両
親
は

年
金
が
も
ら
え
る
な
ど
の
例
も

あ
り
ま
す
。

“㎜皿WW　
役
場
の
電
話
番
号
を
お
知

V～
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら

“W
の
用
件
も
多
く
な
っ
た
の
で

W
増
設
も
い
た
し
ま
し
た
。

虞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

V
お
話
し
の
用
件
が
は
、
き

V
り
し
な
い
た
め
取
り
つ
ぎ
に

～
勉
手
間
ど
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

嚇
お
呼
び
出
し
の
際
は
出
来
る

蟹
（
だ
け
具
体
的
に
お
っ
し
ゃ
っ

い
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

V～
す
。

（
W
一
一
〇
番
”
町
長
、
助
役
、

V

役
場
の

　
で
ん
わ

ピ
く
F
、
ノ
～
．
！
～
‘
■
、
ノ
■
～
・
〆
．
》
屯
！
』
ン
＼
！
～
！
）
曳
！
～
ノ
■
）
監
・
／
）
し
～
～
～
タ
）
》
）
尾
≦
’
～
し
！
多
≦
垂
ξ
　　　　’A　　　～’　　　’－》　　・’￥　』A〆》～’、’

大
雪
に
ご
用
心

　
　
　
　
雪
に
よ
る
事
故

　
　
　
　
を
防
ぐ
た
め
に

　
新
潟
地
方
気
象
台
の
長
期
予

報
に
よ
る
と
、
こ
の
冬
は
寒
暖

の
変
動
が
大
き
く
、
1
月
下
旬

2
月
前
半
こ
ろ
に
は
、
寒
さ
の

つ
づ
く
期
間
が
あ
り
、
大
雪
に

な
り
そ
う
で
す
。

　
お
互
い
に
次
の
点
に
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
て
、
事
故
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
o
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
早
巨

　
　
に
す
る
。

　
o
消
火
栓
や
消
防
器
具
置
場

　
　
非
常
口
は
必
ず
除
雪
し
て

　
　

瓢
㎝

篤
概

住
宅
新
築
2
7

　
住
宅
の
新
増
築
ブ
ー
ム
は
一

段
落
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
い
る
が
町
税
務
課
の
調
査
に

よ
る
と
昭
和
四
十
六
年
中
に
新

築
さ
れ
た
住
宅
二
十
七
棟
、
物

置
き
兼
車
庫
十
九
棟
と
な
っ
て

お
り
前
年
と
ほ
ぽ
同
数
で
し
た
。

　
反
面
離
町
に
よ
る
廃
家
は
二

十
七
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
屋
の
新
増
築
に
よ
り
当
然

固
定
資
産
の
再
評
価
が
お
こ
な

わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
に

よ
る
固
定
資
産
税
の
増
徴
額
は

総
計
で
四
十
七
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

鱗
騨
擁
　

　
　
　
　
　
　
　
を

るけ
　
　
　
　
　
　
　
　
出

巫又

　
用
　
型
　
外
　
届
上
輸

を
別
　
　
小
　
以
　
の
以

査
種
　
輸
　
記
　
用
輸

検
乗
二
上
使
二
二

｝
O
　
　
　
　
　
　
　
O

騨
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
お
く
。

　
o
川
や
池
、
橋
、
が
け
な
ど

　
　
の
危
険
個
所
に
標
識
を
立

　
　
て
る
。

　
o
な
だ
れ
危
険
個
所
に
は
標

　
　
識
を
立
て
る
ほ
か
、
な
る

　
　
べ
く
危
険
個
所
を
通
ら
な

　
　
い
よ
う
に
す
る
。

　
o
児
童
、
生
徒
の
集
団
登
（
下
）

　
　
校
を
行
な
い
、
悪
天
候
の

　
　
日
や
危
険
の
あ
る
場
所
で

　
　
は
父
兄
が
付
き
添
う
。

　
o
．
石
油
ス
ト
：
ブ
、
ガ
ス
ス

　
　
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具

　
　
は
、
説
明
醤
に
合
っ
た
安

　
　
全
な
取
扱
い
を
す
る
。

　
o
火
気
を
使
用
し
て
い
る
と

　
　
き
は
、
そ
の
場
所
を
離
れ

　
　
な
い
。
留
守
に
す
る
場
合

　
　
必
ず
消
火
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
無
事
故

で
楽
し
い
春
を
待
と
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
（
安
塚
警
察
署
よ
り
）

一1・09一
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ボ

イ
山
を
緑
に

　
　
里
山
再
開
発
事
業
す
・
む

生
活
様
式
の
進
歩
に
よ
り
価

値
の
な
く
な
っ
た
ボ
イ
山
に
植

林
し
、
農
山
村
の
財
産
づ
く
り

と
自
然
保
護
を
図
る
目
的
で
一

昨
年
か
ら
里
山
再
開
発
事
業
が

は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
で
は
、
昨
年
天
水

越
で
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

と
し
は
新
た
に
東
山
団
地
六
十

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
里
山
再
開
発
事
業
は
、
一
団

地
面
積
三
十
い
ク
げ
以
上
が
対

象
と
な
り
、
そ
の
事
業
費
の
四

分
の
三
を
国
庫
補
助
対
象
と
し

残
り
が
町
村
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
作
業
は
松
之
山
町
森
林
魍
合

が
町
か
ら
依
託
を
う
け
事
業
主

体
と
な
り
現
在
の
作
業
班
三
十

五
名
が
地
元
の
協
力
を
得
な
が
．

ら
伐
採
、
抜
根
、
植
林
な
ど
を

一
貫
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

　
し
か
し
年
々
、
里
山
再
開
発

だ
け
で
な
く
植
林
事
業
全
体
の

面
積
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、

現
在
の
作
業
班
の
人
員
だ
け
で

は
追
い
つ
か
ず
、
今
後
は
該
当

地
域
か
ら
婦
人
労
働
者
の
作
業

班
へ
の
参
加
を
町
森
林
組
合
で

は
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
森
林
組
合
作
業
班
に
は
、
冬

の
休
業
手
当
な
ど
が
県
連
か
ら

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

坪野の団地造林作業

　
　
　
－
位
ほ
う
ね
ん

㊥
2
位
こ
し
じ

　
昭
和
四
十
六
年
産
米
の
検
査

等
級
別
の
売
渡
数
が
松
代
食
糧

事
務
所
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
前
年
に
比
べ

天
候
不
順
な
ど
の
原
因
で
、
未

熟
米
や
奇
型
米
の
混
入
が
多
く

四
等
米
が
全
体
の
四
十
六
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
上
位
等
級
を
占
め
た
品

種
は
、
①
ほ
う
ね
ん
早
生
、
②
，

こ
し
じ
早
生
で
、
れ
い
め
い
、

ふ
じ
み
の
り
、
み
よ
し
、
な
ど

は
、
四
・
五
等
級
位
に
集
中
し

て
い
ま
す
。

　
総
売
り
渡
し
数
で
は
（
検
査

数
）
昭
和
四
十
五
年
産
米
に
比

較
し
約
七
千
俵
す
く
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
舘

数
猷磐黙騨轡昭

等級 46年％ 45年％
1等 0 0 0
2〃 624 1．5 4．9

3〃 20，360 50．4 77．3
4〃 18，747 46．4 17．0
5〃 671 1．7 0．8

外 16 0 0
計 40，418 （100） （100）

　
　
　
　
　
毎
年
一
月
十
五

　
　
　
　
　
日
、
松
之
山
温
泉

に
で
お
こ
奮
慧

大
薯
す
み
ぬ
り
祭

盛
り
は
同
日
午
後
二

祭
時
か
ら
、
町
外
か

　
　
　
　
　
ら
の
参
観
者
二
十

り
　
　
　
　
　
数
名
を
迎
え
、
約

　
ぬ
百
五
＋
人
が
集
・

み
て
賑
や
か
に
、
お

す
こ
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
こ
と
し
は
地
元

温
泉
組
合
で
、
す
げ
ぽ
う
し
や

わ
ら
ぐ
つ
な
ど
の
服
装
を
呼
び

か
け
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
！
の
豊
か

な
す
み
ぬ
り
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。

　
は
る
ば
る
神
戸
か
ら
お
い
で

に
な
っ
た
ご
婦
人
の
カ
メ
ラ
マ

ン
か
ら
、
「
す
げ
ぽ
う
し
」
と

「
わ
ら
ぐ
つ
」
を
是
非
わ
け
て

ほ
し
い
な
ど
の
申
出
も
あ
り
、

一
層
な
ご
や
か
な
風
景
も
み
ら

れ
ま
し
た
。

◇
む
こ
投
げ

　
ま
た
同
日
は
、
午
後
一
時
か

蔭、顎
麟

蓼

ら
松
里
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
、

っ
て
い
る
「
む
こ
投
げ
」
の
行

事
も
湯
本
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

と
し
は
福
原
豊
さ
ん
が
初
婚
と

あ
っ
て
、
地
元
の
若
い
衆
の
威

勢
の
い
い
か
け
声
と
と
も
に
雪

の
中
に
な
げ
ら
れ
、
観
衆
の
さ
、
「

か
ん
な
拍
手
を
う
け
て
い
ま
し

た
。
こ
の
「
む
こ
投
げ
」
の
模

様
は
同
日
午
後
四
時
半
の
B
S

N
ラ
．
シ
オ
で
実
況
放
送
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
類

欝

ぜ

美雪片のまつわるほほにすみをぬるヤー…三二

ゆ
鳳．

気
諭
』

　
　
　
　
　
　
村
山
重
雄

　
　
農
業
の
後
退
ム
ー
ド
の
中
に

　
　
あ
り
な
が
ら
、
与
え
ら
れ
た
立

　
　
地
条
件
を
有
利
に
活
か
し
た
肉

　
　
用
肥
育
牛
は
前
年
対
比
十
八
％

祭　
　
増
と
順
調
な
伸
び
を
示
し
て
い

　
　
ま
す
。

ぬ
「

　
　
　
昨
年
町
か
ら
出
荷
さ
れ
た
肥

み
』

す
，

　
　
育
牛
は
二
百
八
十
五
頭
、
最
高

泉　
　
値
一
頭
当
り
五
十
万
円
（
浦
田
）

温山
『
．
　
　
と
今
ま
で
に
例
の
な
い
高
値
で

之
、

　
　
取
り
引
き
さ
れ
ま
し
た
。

松　
　
　
出
荷
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
二

　

百
五
十
五
頭
が
浦
田
農
協
管
下

　
　
の
農
家
の
も
の
で
、
同
農
協
で

　

は
今
年
は
更
に
三
百
頭
を
目
標

　
・
に
飼
育
農
家
の
指
導
と
援
助
に

　
　
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
浦
田
地
域
で
は
一
戸
で
二
十

　
m
．
頭
を
飼
育
す
る
農
家
が
四
戸
も

　
・
あ
り
、
多
頭
飼
育
は
次
第
に
増

　
　
加
の
傾
向
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

　
　
す
。

　
　
　
な
か
で
も
中
原
の
村
山
重
雄
．

　
　
ふ

　
冬
の
仕
事
が
ほ
し
い
、
と
し

う
ご
婦
人
方
を
中
心
に
強
い
要

望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
勤
労
は
国
民
の
権
利
で
あ
り

こ
れ
が
等
し
く
保
障
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
憲
法
に
示

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
と
も
あ
れ
冬
期
間
だ
け
の
内

職
と
い
う
選
択
に
は
、
お
の
ず

か
ら
限
度
が
あ
る
し
、
そ
の
従

事
期
間
が
、
こ
れ
よ
り
の
び
る

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ

は
、
内
職
で
は
な
く
て
、
や
が

て
就
業
構
造
の
変
革
に
づ
な
が

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
豪
雪
へ
き
地
に
お
け

る
工
場
誘
致
、
内
職
の
開
拓
は

根
本
的
に
は
個
人
や
、
単
一

町
村
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら

な
い
困
難
さ
を
包
蔵
し
て
い
る

ゆ
仕
事
蕊
灘

力
　
一
定
の
ワ
ク
内
で
の
実
現

は
、
必
ず
し
も
、
不
可
能
な
こ

と
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
こ
こ

に
い
く
つ
か
の
内
職
を
ご
紹
介

し
な
が
ら
町
民
の
皆
様
と
共
に

こ
れ
ら
の
仕
事
が
一
層
充
実
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
更
に
冬

の
松
の
山
の
今
後
の
あ
り
方
に

に
つ
い
て
一
歩
ほ
り
さ
げ
て
考

え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
ボ
ー
ル
縫
い

部
落
の
公
会
堂
に
あ
つ
ま
っ

て
内
職
の
ボ
ー
ル
縫
い
、
テ
ン

テ
ン
と
縫
い
合
せ
た
糸
を
し
め

つ
け
る
音
と
明
る
い
話
し
声
が

交
錯
し
て
あ
わ
た
だ
し
い
。

出
稼
の
と
う
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、

お
隣
り
の
出
来
ご
と
、
嫁
と
姑

の
こ
と
、
子
供
の
こ
と
、
な
ど

時
折
り
射
し
こ
む
春
の
陽
ざ
し

の
中
で
ご
婦
人
達
の
話
は
は
ず

み
作
業
も
は
か
ど
っ
て
い
た
。

生
産
者
は
町
全
体
で
百
三
十
人

こ
と
し
の
目
標
六
千
四
百
個
。

（
間
い
合
せ
は
役
場
職
業
係
）

　
こ
け
し
づ
く
り

　
一
人
一
人
が
名
人
芸
と
い
う
ー

と
こ
ろ
、
個
人
毎
に
生
産
目
標
『

に
む
か
っ
て
余
念
が
な
い
。
五
一

月
の
植
樹
祭
に
は
、
十
点
ほ
ど

が
、
黒
川
村
で
の
天
覧
会
場
に

展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
作
成
者
約
四
十
人
、
こ
と
’

し
の
生
産
九
千
個
を
目
標
に
し

て
い
る
。

　
（
問
い
合
せ
は
松
之
山
町
商
工
会
）

　
五
月
人
形
の
よ
ろ
い

　
こ
う
し
て
、
一
枚
一
枚
を
紐

．
で
つ
な
い
で
美
し
い
よ
ろ
い
に

仕
上
げ
て
行
く
、
丹
念
な
仕
事
。

出
来
上
っ
た
も
の
は
、
業
者
が

…
集
荷
し
て
い
く
。
は
じ
ま
っ
て

か
ら
ま
だ
日
は
浅
く
仲
間
は
二

…
十
人
位
。
上
品
な
奥
様
内
職
と

r
い
う
と
こ
ろ
。

　
（
問
い
合
せ
は
水
梨
も
と
屋
V

一
。
出
ば
た
■

　
出
機
（
で
ば
た
）
内
職
で
は

な
く
て
本
業
で
あ
る
。
熟
練
者

ぞ
一
日
一
反
（
千
八
百
円
）
の

十
日
町
お
召
を
織
り
上
げ
る
。

”
製
品
は
ま
と
め
て
十
日
町
機

棄
会
社
へ
納
品
さ
れ
る
が
、
冬

め
製
品
輸
送
が
悩
み
の
タ
ネ
だ

ど
い
わ
れ
て
い
る
。
仲
間
は
お

お
よ
そ
三
十
七
名
。

さ
ん
（
23
才
）
は
現
在
二
十
二
頭

を
飼
育
し
、
後
継
者
が
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
松
之
山
で
お
と

う
さ
ん
の
秀
夫
さ
ん
（
5
0
才
）
と

力
を
合
わ
せ
て
多
頭
飼
育
の
実

績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

「
今
後
、
米
国
な
ど
か
ら
の
輸

入
の
脅
威
は
あ
っ
て
も
肉
質
の

良
さ
で
が
ん
ば
る
」
と
、
行
き

づ
ま
っ
た
へ
き
地
農
業
に
新
し

い
時
代
を
築
こ
う
と
意
欲
を
も

や
し
て
い
ま
す
。

蹄
護
騰

　
珍
ら
し
く
雪
も
す
く
な
く
好

天
に
恵
ま
れ
た
十
二
月
の
二
十

九
日
三
十
日
、
三
十
一
日
の
三

日
間
、
の
べ
十
二
台
の
バ
ス
に

分
乗
し
て
四
百
三
十
三
人
の
出

稼
者
が
、
お
正
月
帰
省
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
と
し
の
帰
省
パ
ス
は
名
古

屋
か
ら
三
台
で
八
十
人
、
東
京

か
ら
九
台
で
三
百
五
十
三
人
、

出
稼
者
総
数
の
う
ち
約
四
十
％

近
い
方
々
が
帰
省
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
と
し
の
出
稼

者
の
就
職
先
き
は
、
例
年
の
よ

う
に
東
京
・
神
奈
川
・
愛
知
・

埼
玉
な
ど
が
圧
倒
的
に
多
く
、

職
種
は
、
土
工
・
い
も
売
り
、

そ
ぽ
売
り
な
ど
が
首
位
で
鉄
工

合
板
工
な
ど
が
こ
れ
に
つ
づ
い

て
い
ま
す
。

　
案
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
ド

ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
一
連
の
景
気

沈
滞
か
ら
、
労
働
条
件
は
、
ど

こ
も
悪
く
、
職
場
を
転
々
と
し

　
　
こ
と
し
の
正
月
帰
省
者

（
問
い
合
せ
は
東
川
さ
と
見
屋
）
縣

て
い
る
出
稼
者
も
で
て
い
ま
す
。

　
ま
た
お
お
い
に
稼
ぎ
ま
く
ろ

う
と
意
気
込
ん
で
い
た
の
に
、

残
業
が
期
待
し
た
よ
う
に
出
さ

れ
な
い
の
で
こ
の
面
か
ら
も
収

入
が
全
般
に
落
ち
こ
ん
で
い
る

傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
当
局

で
は
収
入
面
で
の
後
退
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
労
働
災
害
が
起
き

な
い
よ
う
極
力
注
意
を
お
ね
が

い
し
て
い
ま
す
。

　
樋
口
正
雄
さ
ん
（
4
3
）
は
「
二

三
人
の
グ
ル
ー
プ
が
事
務
所
へ

　
産
業
の
高
度
成
長
が
も
た
ら

し
た
都
市
の
公
害
禍
と
共
に
山

間
僻
地
に
は
過
疎
と
い
う
恐
ろ

し
い
奇
病
が
発
生
し
漫
延
し
て

い
る
。
か
つ
て
は
野
鳥
の
宝
庫

と
し
て
誇
り
銘
湯
の
温
泉
郷
と

自
負
し
た
吾
が
松
之
山
町
も
不

幸
に
も
こ
の
奇
病
に
取
り
つ
か

れ
今
や
気
息
奄
々
と
い
っ
た
ら
“

大
袈
裟
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
今

日
総
べ
て
の
産
業
は
世
界
経
済
．

の
中
に
含
ま
れ
是
を
無
視
し
て

は
成
り
立
た
な
い
し
、
農
業
も

例
外
で
は
な
い
。
吾
々
の
日
常

生
活
が
一
歩
一
歩
前
進
し
展
け

て
ゆ
く
の
は
自
然
で
あ
り
そ
の
』

中
に
淘
汰
が
な
さ
れ
る
。
私

の
様
な
門
外
漢
が
こ
ん
な
事

を
い
う
の
は
誠
に
お
こ
が
ま

し
い
事
か
も
知
れ
な
い
が
こ

れ
か
ら
の
日
本
で
農
家
と
呼

ば
れ
る
の
は
水
田
最
低
三
町

歩
、
普
通
五
町
歩
以
上
と
な

る
日
も
遠
い
事
で
は
な
か
ろ

恋
襟
琳
縄
櫨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

離
暉
鱈
⑫
撤
鑓
織
私

ば
立
地
条
件
の
悪
い
僻
地
農
業

の
将
来
に
は
自
ら
限
界
が
あ
ろ

う
。
で
は
一
体
経
済
基
盤
の
総

べ
て
を
農
家
に
依
存
し
て
い
る

松
之
山
町
の
将
来
は
ど
う
な
る

の
か
、
悲
し
い
事
だ
が
今
や
過

疎
と
い
う
言
葉
に
す
っ
か
り
慣

ら
さ
れ
、
当
り
前
の
様
な
錯
覚

す
ら
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
。
然
し

私
の
夢
に
は
大
き
な
飛
躍
が
あ

り
転
換
が
あ
る
。

　
過
疎
と
い
う
病
気
は
難
病
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
ゆ
く

に
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か

わ
ら
ず
そ
れ
相
当
の
犠
牲
も
強

い
ら
れ
転
換
を
求
め
ら
れ
て
行
く

何
ん
と
か
使
っ
て
も
ら
え
ガ
．
い
．

か
と
来
て
は
断
わ
与
れ
て
い
く

例
が
毎
日
の
よ
う
に
あ
る
。
私

達
は
下
水
道
工
事
の
仕
事
を
し

て
い
る
の
で
す
が
、
不
景
気
に

な
る
と
，
、
大
企
業
が
小
さ
い
仕

事
に
ま
で
ど
ん
ど
ん
手
を
出
し

て
機
械
化
し
て
し
ま
う
の
で
体

を
は
っ
て
働
い
て
い
る
私
等
出

稼
者
の
仕
事
場
は
、
ど
う
し
て

も
せ
ば
め
ら
れ
る
の
で
な
い
か
、

と
仲
間
で
心
配
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

自
2
題
＝
亀
亀
含
自
含
自
自
含
旨
り
軸
題
含
亀
亀
一
旨
『
軸
亀
亀
亀
亀
唾

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
で
は
そ
の

転
換
を
何
に
求
め
れ
ば
良
い
の
か

　
時
代
が
最
も
要
求
し
希
求
し

て
や
ま
な
い
大
自
然
を
活
か
す

事
即
ち
清
澄
な
空
気
を
満
喫
出

来
る
観
光
地
で
あ
り
温
泉
郷
と

し
て
心
か
ら
澱
く
も
り
安
心
し

て
住
む
こ
と
の
出
来
る
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
に
な
る
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。
勿
論
そ
れ
に
は
交
通

網
を
整
理
し
確
保
さ
れ
る
糞
が

必
須
の
条
件
と
な
る
。

　
政
治
も
行
政
も
将
又
個
人
の

感
覚
も
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
こ
れ

に
結
集
し
、
そ
こ
か
ら
発
想
を

　
　
　
　
求
め
実
行
す
る
。

　
　
　
　
や
が
て
は
松
之
山
温

　
卜
　
泉
と
併
せ
て
浦
田
温

舷
泉
が
生
真
夏
の

絃
　
　
　
　
大
厳
寺
原
に
は
キ
ャ

　
　
　
　
ン
プ
村
が
建
ち
大
松

紬
や
山
に
連
な
る
新
緑
の

ス
“
　
山
の
そ
こ
こ
こ
に
彩

オ
　
　
　
と
り
ど
り
の
バ
ン
ガ

　
　
　
　
ロ
ー
が
建
ち
な
ら
ぶ
。

く
こ
れ
に
よ
っ
て
銘
湯

し美は夢松
之
山
温
泉
の
名
と
共
に
野
鳥
．

の
宝
庫
で
あ
り
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
・

し
て
又
こ
よ
な
い
オ
ア
シ
ス
と
し

て
の
松
之
山
町
が
生
か
さ
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
突
如
大

松
山
の
大
池
か
ら
水
鳥
の
飛
び

羽
音
に
眼
が
醒
め
た
。

松
之
山
の
自
然
一
一
q
D

　
　
や
く
草

い
た
ど
り
（
す
い
こ
、
と
も
い
う
）

薬
効
閥
利
尿
（
り
に
ょ
う
）
婦

人
病
、
月
経
不
順
、
ね
小
便

用
法
”
地
下
根
を
乾
燥
し
、

　
一
回
二
～
五
グ
ラ
ム
を
一
日

三
回
煎
用
（
せ
ん
じ
る
）
又
は

粉
末
（
こ
な
）
と
し
て
用
い
る
。

ね
小
便
に
は
夏
採
取
し
た
葉
・

を
干
し
て
用
い
て
も
よ
い
。

お
お
ば
こ
（
お
っ
ば
こ
、
と
も

い
う
）

　
縄
　
　
．
、

㊤薬
効
”
せ
き
、
ね
つ
さ
ま
し

脚
気
（
か
っ
け
）
利
尿
（
り
に

　ょ

う
）
、
は
れ
も
の
。

用
法
”
花
期
の
全
草
を
干
し

　
て
利
尿
に
、
種
子
は
せ
ぎ
止

淋
疾
な
ど
に
、
煎
（
せ
ん
じ

　る

）
じ
て
用
い
る
。

　
は
れ
も
の
、
に
は
生
葉
を

火
に
あ
ぶ
り
、
も
ち
い
る
。

（
松
之
山
地
方
の
薬
草
よ
り
）

　
山
取
り
植
物

　
を
特
産
に

　
松
之
山
の
自
然
条
件
を
い
か

し
た
「
山
取
り
植
物
の
鉢
植
」

を
特
産
物
に
し
よ
う
と
、
町
観

光
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
一
昨

年
か
ら
愛
好
者
を
組
織
し
な
が

ら
、
取
組
ん
で
い
る
が
こ
と
し

は
、
常
設
の
展
示
即
売
場
を
松

之
山
温
泉
に
つ
く
る
べ
く
検
討

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
既
に
東
京
の
団
地
か
ら
山
の

緑
が
ほ
し
い
か
ら
と
い
う
紹
介

も
き
て
お
り
、
関
係
者
は
、
町

内
の
か
く
れ
た
同
好
者
を
も
と

め
て
い
ま
す
。

麟
鷲
麟
総
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